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寒天原~iのーっ と して最近特に重要視されるに至った元ゴノ リ は ， 世料

中に分布する Grαcilariaconfervoidesに同定されていることは周知1の通り

である九 ところが最近， PAPENFUSS (1950)は Gr.V8rrucosa (HUD:o.) 

PAPENFUSSなる新結合名を提唱 し， Gracilaria confervoides (L.) GPEV.を

その異名としている。北米太平洋治岸のオゴノリ科を研究した DAWSON

(lD-!D)も，最近の論文 (1953)にこの新結合名を採用している。それで PAPEN-

FUSS の諭分に基いて学名変~の由来を紹介したい と思う。

Gr. coηfervoidesなる学名の米歴は，1809年に STACKHOUSEが新設 し

た Flagellariα属にさかのぼることが出来る。彼はこの属に 61'重を設けた

が，この Flagella1'切 なる属名は LINNAEUSが既に 1753年に顕花組物の 1

i誌の名に用いたものであったので，GREVILLE (1830)は STACKHOUS.Eの6粧

の一つ，Flagellaria confervoidesを土台とて Gracilariaconfervoidesを

提案 し STACKHOUSE の他の 3種 F.verrucosa， F. gracilis， 及び F.

ーを 問村博士lでの “能州のi年淡"純物診科tW，7 (75)， 1893 年(明治 26 if.)の目線の r!~ に

め るのが， 日本に於ける:liYiJJの記載ではなν・かと思 う。
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sinψlexをもこれに合併した。他の 1種， F. flagelliformisは AGARDH，C. 

A. (181η に依り Chordariaflagelliformisとされ，残りの 1種， F. plicata 

は FRlES(1853)に依って Ahnfeltiaρlicataとされた。

さて， この Flagellariaなる属名は恐らく Fucusflagellaris ESPER 

(1800， p. 193)に由来するものと思われるが， TIJR.NER (1809， p. 30)はこれ

を Fucusconfervoid，ιsL.(即ち Gracilariaconfervoides)と同種としており，

DE. TONI (1900， p. 438)は Gr.compressaと同種としている。

一方 SCHMITZ(1889， p. 443)及び KYLIN(1932， p. 58)は Gr.con戸rvoi-

dωι.) GREV.を以て Gracilaria属の代表種と確認した。所がよ記の Fucus

ronfervoides L. (1763， p. 1629)はその前年発表された Fucusconfervoides 

HUDSON (1762， p. 4i4)と homonymである事が後に知られ， 東にそれは

HUDSONが同じ論文の前の方 (li62， p. 470)に記載した Fucusverrucosus 

と同一種類と考えられるから priorityを重んずれば Gracilariacon-

fervoides (L.) GREV.なる学名の代りに， Gr. verrucosa (HUDS.) PAPENFUSS 

なる新結合名を用いるのが妥当であるというのでらる。ただ問題は，この海

藻が cosmopolitanで且つ有用種であるため， Gr. confervoidesという従米

の学名が世界中に広く使い慣らされているので，いま俄かに新しい名に改め

ることは，当分の問，或る程度の不便を免れないだろうという点である。

終りに，御校閲を賜った時間先生に深謝の意、を表する。
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